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はじめに

• 中央教育審議会による答申「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」（平
成30 年11 月26 日）では、学修者本位の教育への転換や、大学教育の質に関す

る情報を把握・公表していくことの重要性を指摘するとともに、これらの情報を社
会全体が効果的に活用することができるよう、全国的な学生調査や大学調査を通
じて整理し、比較できるよう一覧化する機能を設けるべきと提言している。

• これを受け、一部大学の3年生を調査対象とする「全国学生調査（試行実施）」が
文部科学省と国立教育政策研究所によって共同で実施されようとしている。

• そこで、本発表では、十数年の実績を有する「短期大学生調査（Tandaiseichosa）」
の活用可能性について検証する。
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【検討課題】先行して実施している大学の学生調査との棲み分け

・国として実施する学生調査については、設問をシンプルかつ必要最低限なもの

に絞り込んだ上で、大学の学生調査とは別に実施するが、国の調査項目を大学の

既存の調査項目に組み込み、国の調査項目の調査結果をデータ提出してもらうこと

も可とすべきではないか。

・もしくは、一定の条件を満たす場合は大学で実施しているもので代替可としては

どうか（その際、「一定の条件」をどのように考えるか。最低限、コンソーシアムなど

複数大学間で共通要件の下に実施しているものを対象として、大学単独で実施して

いるものは除外すべきか。調査項目の類似性をどこまで求めるか。）
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短期大学の現状

• 学校数 326校＝309校（私立）+17校（公立）

• 在学生数 約11.30万人＝10.73万人（私立）+0.57万人（公立）

• 短期大学生中の88.4％が女性

※短期大学基準協会の会員数（R1現在）

276校（全て私立）

出典：令和元年度学校基本調査（速報値）の公表について【文部科学省報道資料R１.8.8】
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）

• 調査の経緯

短期大学における主体的改革・改善に資する自己評価方法に関する調査研究の下、平成

20年度（2008年）以来、近年の大学評価におけるアウトカム評価の重視の動向を受けて、

短期大学における学習効果測定法の開発を行った。平成25年度（2013年）までは、同志社

（Institutional Research Program）グループの研究開発と協力して短大生調査（JJCSS）を実施し

たが、第7回となる平成26年度からは、山田教授と研究協力者による研究開発で大幅に改

良し、短期大学基準協会独自の短大生調査（Tandaiseichosa）（平成29度より「短期大学生調

査（Tandaiseichosa）」と改称）として行っている。
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）

• 調査の目的

本調査は、自校の強みや弱みを把握してのマーケティングやエンロールメント・マネジメント

へ利用可能な、短期大学の特質に即した精度の高い学習効果の測定を提供することにより、

短期大学の自己点検・評価資料となること、さらには全体のデータの活用によって、短期大

学士の教育としての充実やコミュニティカレッジ的特質などの情報発信を図り、短期大学に

ついての学術研究の発展に貢献することを目的にしている。
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）

• 調査対象

本調査への参加を希望する短期大学の学生

• 調査実施期間

9月～12月初旬
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）

• 集計データ

◇個別短期大学の全体集計及び学科・専攻課程ごとの集計

◇参加校全体の集計

◇参加校が特定されない件数のある分野での分野別集計
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）

• 調査項目について

この調査は、自己点検・評価などの各種評価、教学や学生支援の改善などの資料として

活用できるよう、学生の学習（学修）行動や経験、その他の在学時の経験等、学習（学修）成

果に関する設問や志望順位、入学方法などのアドミッションに関する設問などから構成され

ている。主な調査のコンセプトとしては、学生の入学から回答時までの学修行動や経験の実

態とそれまでの成果についてどのような自己評価をしているかを測定することにある。

• 調査項目は全25問、回答箇所は109 ⇒詳細は、次のページ参照
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）
設問番号 設問内容 項目数

Q1 性別 1

Q2 年齢 1

Q3 学年 1

Q4 居住形態 1

Q5 通学時間 1

Q6 志望順位 1

Q7 内部進学者 1

Q8 入試区分 1

Q9 進学選択時の重要度 15

Q10 進学アスピレーション 1

Q11 授業における経験 17

Q12 1週間の活動時間 4

Q13 教員との関わり合い 4

Q14 読書経験（量） 2

Q15 課外活動の経験 6

Q16 成績状況 1

Q17 満足度（施設・学生サービス） 13

Q18 満足度（教育） 6

Q19 知識・能力の変化 22

Q20 将来のキャリア志望 1

Q21 学内の経済的援助の有無 1

Q22 学費等の経済的負担割合 1

Q23 学生生活の充実度 1

Q24 他者に対する短大推奨度 1

Q25 短大の総合評価 5

－ － 総数109

調
査
項
目
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について

• 検証１（調査項目の比較①）

全国学生調査（試行実施）

短期大学生調査（Tandaiseichosa）
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について
• 検証１（調査項目の比較①）

2018年度短期大学生調査（Tandaiseichosa）結果（設問１１）
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について

• 検証１（調査項目の比較②）

全国学生調査（試行実施）

短期大学生調査（Tandaiseichosa）
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について
• 検証１（調査項目の比較②）

2018年度短期大学生調査（Tandaiseichosa）結果（設問１3、設問15）
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について

• 検証１（調査項目の比較③）

全国学生調査（試行実施）

短期大学生調査（Tandaiseichosa）
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について

• 検証１（調査項目の比較③）

2018年度短期大学生調査（Tandaiseichosa）結果（設問12）
18



短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について

• 検証１（調査項目の比較④）

全国学生調査（試行実施）

短期大学生調査（Tandaiseichosa）
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について

• 検証１（調査項目の比較④）

2018年度短期大学生調査（Tandaiseichosa）結果（設問19）
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について

• 検証2（調査実績）

11年間の経験 延べ参加短大数441校 延べ参加人数128,266人

JJCSS調査
（2008～2013）
延べ参加数

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

参加校数 88 37 52 53 52 61 79

新規校数 ー 16 17 12 6 7 15

参加人数(回
収人数/申込
人数)

44043/ 12,093/

13,947

18,532/

21,070

17,703/

20,380

17,239/

19,439

18,656/

20,821

/

23,173

回収率 87% 88% 87% 89% 90%

備考 調査票改定
学科・専攻
別集計開始

分野別集計
開始

事業化開始
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について

検証3（実施体制）

• 調査実施に関する規程完備

「短期大学生調査実施要綱」

「短期大学生調査における情報保護及び調査結果の活用に関する規程」

• 委員会の構成

学生調査の専門家集団（国公私立大学の教授、私立短期大学の教授、幼稚園園長等）

• 研究協力者

国私立大学の若手研究者
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について

• 検証4（調査結果の活用状況）

• 参加校における活用状況

各短期大学におけるFD・SD委員会等各種委員会での活用

自己点検・評価の資料（認証評価受審時のエビデンス）

学生募集の広報活動に活用

学生の学習・生活支援の改善に活用

• 委員と研究協力者による学術研究への活用

2008年～2018年まで、約40件の研究発表・研究論文

（一部は、短期大学基準協会ウェブサイトに公表）

科研費の申請・採択 23



短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について

まとめ

• 短期大学生調査（Tandaiseichosa）の調査項目は、全国学生調査（試行版）の主要
項目をほとんどカバーしている。

• 短期大学基準協会の会員のうち3割が参加しており、近年、増加傾向にある。

• 調査実施主体が、公的機関であることと、将来、認証評価への活用を考えると最
適な機関であろう。

• 短期大学生調査（Tandaiseichosa）の調査票の開発には、学生調査に関する研究
の第一人者が係わっており、現在も若手研究者らによる、研究が続いている。

• 調査結果は学術研究に活用されており、短期大学の研究と情報発信への貢献が
期待される。
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短期大学生調査（Tandaiseichosa）の活用可能性について

課題

• 調査の対象について（現「短期大学生調査」は参加校側で決定しているが、「全国学生調
査（試行実施）」同様、特定の学年の参加は必須にすべきか。その際、1年生と2年生のど

ちらにすべきか）

• 調査項目について（現調査項目をどこまで「全国学生調査」にあわせるか。また、今後は各
短大の個別のニーズを反映しうる調査項目の開発も不可欠）

• 調査結果の公表について（類似項目のみ公表でよいか。4年制大学同様、文部科学省の

ウェブサイトでよいか。それとも、今後の認証評価への活用を視野に協会ウェブサイトに公

表するか等）

• ウェブ調査システムの開発（データベースとしての運用、用途に合わせた自動の結果出力
等）

• 調査結果の活用について（調査結果を考察するワークショップの実施等）

• 全国学生調査（試行実施）で残された課題について
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